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●株式の状況 （平成23年3月31日現在）

発行可能株式総数��������������������������������� �20,000,000株

発行済株式の総数�����������������������������������6,200,000株
（自己株式4,164株を含む。）

株　　主　　数������������������������������������������789名

大株主（上位10名）

株　　主　　名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

岡 　 田 　 眞 一 郎 883 14.25
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 595 9.60
岡 　 田 　 勝 　 彦 366 5.91
安 浦 環 境 開 発 有 限 会 社 269 4.34
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 242 3.92
株 式 会 社 三 菱 東 京 Ｕ ＦＪ 銀 行 220 3.55
株 式 会 社 テ イ サ ク 185 2.99
萓 　 岡 　 と も ゑ 114 1.85
オ カ ダ ア イ ヨ ン 社 員 持 株 会 110 1.78
大 　 野 　 和 　 智 99 1.60

（注）持株比率は、自己株式（4,164株）を控除して計算しております。
http://www.aiyon.co.jp/

●会社の概要 （平成23年3月31日現在）

商 号 オカダアイヨン株式会社
OKADA AIYON CORPORATION

本 社 〒552−0022
大阪市港区海岸通4丁目1番18号
TEL. 06−6576−1281

設 立 年 月 日 昭和35年9月1日
資 本 金 1,049百万円
従 業 員 数 127名
主要な事業内容

油圧ブレーカ TOPシリーズ
圧 砕 機 TSWクラッシャー、TSWカッター、カット

クン、コワリクン、マグネットコワリクン、
アイヨン与作

環境関連機器 木材破砕機、大型選別機、サイレントア
ミダス、ロールクラッシャー、プラント関
連機器

主要な営業所
東 京 本 店 〒175−0081

東京都板橋区新河岸2丁目8番25号
TEL. 03−3975−2011

関 西 営 業 所 〒552-0022
大阪市港区海岸通4丁目1番18号
TEL. 06−6576−1261

その他営業所 札幌営業所・盛岡営業所・仙台営業所
横浜営業所・中部営業所・北陸営業所
広島営業所・四国営業所・九州営業所
海外事業所

（注） 横浜営業所は、平成23年4月1日付にて
東京本店に統合しております。

●役　員 （平成23年3月31日現在）

代表取締役会長 岡　田　勝　彦
代表取締役社長 苅　田　俊　幸
取 締 役 梶　原　直　樹
取 締 役 打　田　幸　生
取 締 役 広　崎　　　茂
常 勤 監 査 役 寺　門　武　志
監 査 役 木　村　圭二郎
監 査 役 戸　奈　常　光

●株主メモ
事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月

基 準 日 毎年3月31日

上記のほか必要と認めたときは、あらかじめ公告
いたします。

単 元 株 式 数 1,000株

【株式に関する住所変更等のお届出およびご照会について】
　証券会社に口座を開設されている株主様は、住所変更等のお届出およびご照会
は、口座のある証券会社宛にお願いいたします。証券会社に口座を開設されてい
ない株主様は、下記の電話照会先にご連絡ください。

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

大阪市中央区北浜四丁目5番33号
住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事 務 取 扱 場 所

大阪市中央区北浜四丁目5番33号
住友信託銀行株式会社　証券代行部

（郵便物送付先） 〒183−8701
東京都府中市日鋼町1番10
住友信託銀行株式会社　証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） 0120−176−417

イ ン タ ー ネット
ホームページURL

http://www.sumitomotrust.co.jp/STA/retail/
service/daiko/index.html

【特別口座について】
　株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていなかっ
た株主様には、株主名簿管理人である上記の住友信託銀行株式会社に口座（特
別口座といいます。）を開設しております。特別口座についてのご照会および住所
変更等のお届出は、上記の電話照会先にお願いいたします。

公 告 の 方 法 電子公告とし、当社ホームページに掲載いたしま
す。なお、電子公告によることができない事故そ
の他やむを得ない事由が生じたときは、日本経済
新聞に掲載いたします。
アドレスは、http://www.aiyon.co.jp/

※ 当社の貸借対照表、損益計算書は、EDINET（金融商品取引法に基づく有価
証券報告書等の開示書類に関する電子開示システム）にて開示しております。

上場証券取引所 大阪証券取引所

展示会出展
　2011/5/24（火）～5/27（金）の4日間、東京ビッグサイトで
「2011NEW環境展」が開催され当社も出展しました。
　当社では超低騒音油圧ブレーカ、圧砕機、木材破砕機など
を展示し、TS-WBシリーズやビッグバスに多くの反響が寄せら
れました。ブースには多くの方々にお立ち寄り頂きました。

配当のお知らせ
1株当たり配当金 5 円
配当総額 30,979,180 円
効力発生日 平成23年6月29日

第52期 年次報告書 平成22年4月1日～平成23年3月31日

第52期 年次報告書 平成22年4月1日～平成23年3月31日
52ND

超低騒音油圧ブレーカ
New�Sシリーズ�S-205

TS-W�クラッシャー

グラップル他

ビッグバス

010_7018701302306.indd   1 2011/06/14   18:16:24



油圧ブレーカは、国内の土木工事や砕石場、また海外のインフ
ラ作業や解体工事等で活躍しています。今期から「超低騒音油
圧ブレーカ�New�Sシリーズ」がラインナップに追加されました。
「New�Sシリーズ」は、技術を結集し新開発された特殊吸音・
吸震ウレタンダンパーを採用したことにより、圧倒的な破壊力を
持ちながら騒音・振動を大幅に低減し、作業環境の向上に役
立っています。

圧砕機は、鉄筋・鉄骨入りの頑丈なコンクリートも強力かつ静か
に破砕できる国内解体工事に欠かせない機械です。増速バルブ
が標準装備され、開閉スピートが劇的にアップした「TS-WBク
ラッシャー」がラインナップに追加されました。

中低速回転破砕方式を採用し、強力
な破砕力を誇る「ビッグバス」は、
幅広い産業廃棄物の処理を可能とし
ています。今年３月の東日本大震災
によって多くのガレキが発生しました
が、当社の「ビッグバス」は復興の
一翼を担っています。

TS-WBクラッシャー

ビッグバス

※国土交通省NETIS（新技術情報提供システム）登録商品

写真：気仙沼にて活躍中のビッグバス

超低騒音油圧ブレーカ New Sシリーズ

連結財務諸表（要約）製品紹介 Consolidated Financial StatementsProduct Introduction

連結貸借対照表
（平成23年3月31日現在） （単位:千円）

連結損益計算書
（平成22年4月1日～平成23年3月31日） （単位:千円）

科　　　　　　目 金　　額

●資産の部

流動資産 6,195,715

固定資産 2,482,246

　有形固定資産 2,235,462

　無形固定資産 149,390

　投資その他の資産 97,393

資産合計 8,677,962

●負債の部

流動負債 4,194,675

固定負債 709,348

負債合計 4,904,023

●純資産の部

株主資本 3,914,099

　資本金 1,049,700

　資本剰余金 1,000,265

　利益剰余金 1,865,241

　自己株式 △ 1,106

その他の包括利益累計額 △ 140,160

　その他有価証券評価差額金 1,082

　繰延ヘッジ損益 1,350

　為替換算調整勘定 △ 142,593

純資産合計 3,773,938

負債純資産合計 8,677,962

連結キャッシュ・フロー計算書
（平成22年4月1日～平成23年3月31日） （単位:千円）

科　　　　　　目 金　　額

営業活動によるキャッシュ・フロー 140,374

投資活動によるキャッシュ・フロー 95,319

財務活動によるキャッシュ・フロー 141,483

現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 8,682

現金及び現金同等物の増減額 368,495

現金及び現金同等物の期首残高 1,766,669

現金及び現金同等物の期末残高 2,135,164

※千円未満の金額は切り捨てて計上しております。

科　　　　　　目 金　　額
売上高 5,294,474
売上原価 3,723,557
　売上総利益 1,570,916
販売費及び一般管理費 1,528,928
　営業利益 41,988
営業外収益 50,059
営業外費用 63,532
　経常利益 28,515
特別損失 5,097
税金等調整前当期純利益 23,417
法人税、住民税及び事業税 15,934
法人税等還付税額 △ 17,871
法人税等調整額 △ 34,762
少数株主損益調整前当期純利益 60,116
当期純利益 60,116

　拝啓　平素は格別のご高
配を賜り、厚く御礼申しあげ
ます。
　本年3月の東日本大震災に
より、被災された皆様には心
よりお見舞い申しあげます。
　さて、当社は平成23年3月
31日をもちまして、第52期を

終了し、決算を行いましたので、ここにその事業の
概況についてご報告申しあげます。

事業の経過および成果
　当連結会計年度におけるわが国経済は、政府の各
種刺激策の効果および新興国向け輸出の増加等を
背景に緩やかな回復基調にありましたが、円高の進
行、デフレの長期化および厳しい雇用情勢等により
回復ペースは鈍化し、景気回復の足取りは重い状況
にあります。更に、先般の東日本大震災による国内
経済に及ぼす影響は計り知れず、先行きの不透明感
が一段と増しております。
　当業界におきましては、国内では、民間設備投資
に下げ止まりの傾向がみられるものの、公共工事につ
きましては依然として厳しい状況が続いております。
一方海外では新興国を中心にインフラ整備等で需要
が増加しており、欧米市場でも一部に回復の兆しが
見えてきました。
　このような環境のもとで当社グループは、当期より
スタートした中期経営計画を力強く推進し、主力商品
の油圧ブレーカー、圧砕機、環境関連機器の販売に

注力しました結果、当連結会計年度の業績は、売上
高5,294百万円（前年同期比23.5％増）、営業利益
41百万円（前年同期は営業損失518百万円）、経常
利益28百万円（前年同期は経常損失509百万円）、
当期純利益60百万円（前年同期は当期純損失742
百万円）と、黒字を回復いたしました。
　なお東日本大震災による当社グループの影響は、
仙台営業所の社屋が一部損壊しましたが、被害は軽
微であり、通常通りの業務を遂行しております。

対処すべき課題
　今後の見通しにつきましては、東日本大震災の被
害が深刻であり、日本経済の先行きは極めて厳しい
状況が続くものと思われます。
　当社グループは国難ともいうべき今般の震災に対
し、企業の社会的責任を果たす観点からも、復旧・
復興に関わる商品を積極的に提供していくとともに、
昨年より取り組んできた中期経営計画を引続き力強く
推進してまいります。
　すなわち営業・製造・開発・サービス等の連携を
より強め、多様化するお客様のニーズに合った商品
の開発、サービスの提供に注力するとともに、海外
市場のシェアアップ等、新しい市場の開拓にも努めて
まいります。
　株主の皆様におかれましては、今後とも格別のご
支援を賜りますよう重ねてお願い申しあげます。

　平成23年6月

代表取締役社長　苅 田　俊 幸

株主の皆様へ Top Message
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復興に関わる商品を積極的に提供していくとともに、
昨年より取り組んできた中期経営計画を引続き力強く
推進してまいります。
　すなわち営業・製造・開発・サービス等の連携を
より強め、多様化するお客様のニーズに合った商品
の開発、サービスの提供に注力するとともに、海外
市場のシェアアップ等、新しい市場の開拓にも努めて
まいります。
　株主の皆様におかれましては、今後とも格別のご
支援を賜りますよう重ねてお願い申しあげます。

　平成23年6月

代表取締役社長　苅 田　俊 幸

株主の皆様へ Top Message
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トピックス Topics

●株式の状況 （平成23年3月31日現在）

発行可能株式総数��������������������������������� �20,000,000株

発行済株式の総数�����������������������������������6,200,000株
（自己株式4,164株を含む。）

株　　主　　数������������������������������������������789名

大株主（上位10名）

株　　主　　名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

岡 　 田 　 眞 一 郎 883 14.25
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 595 9.60
岡 　 田 　 勝 　 彦 366 5.91
安 浦 環 境 開 発 有 限 会 社 269 4.34
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 242 3.92
株 式 会 社 三 菱 東 京 Ｕ ＦＪ 銀 行 220 3.55
株 式 会 社 テ イ サ ク 185 2.99
萓 　 岡 　 と も ゑ 114 1.85
オ カ ダ ア イ ヨ ン 社 員 持 株 会 110 1.78
大 　 野 　 和 　 智 99 1.60

（注）持株比率は、自己株式（4,164株）を控除して計算しております。
http://www.aiyon.co.jp/

●会社の概要 （平成23年3月31日現在）

商 号 オカダアイヨン株式会社
OKADA AIYON CORPORATION

本 社 〒552−0022
大阪市港区海岸通4丁目1番18号
TEL. 06−6576−1281

設 立 年 月 日 昭和35年9月1日
資 本 金 1,049百万円
従 業 員 数 127名
主要な事業内容

油圧ブレーカ TOPシリーズ
圧 砕 機 TSWクラッシャー、TSWカッター、カット

クン、コワリクン、マグネットコワリクン、
アイヨン与作

環境関連機器 木材破砕機、大型選別機、サイレントア
ミダス、ロールクラッシャー、プラント関
連機器

主要な営業所
東 京 本 店 〒175−0081

東京都板橋区新河岸2丁目8番25号
TEL. 03−3975−2011

関 西 営 業 所 〒552-0022
大阪市港区海岸通4丁目1番18号
TEL. 06−6576−1261

その他営業所 札幌営業所・盛岡営業所・仙台営業所
横浜営業所・中部営業所・北陸営業所
広島営業所・四国営業所・九州営業所
海外事業所

（注） 横浜営業所は、平成23年4月1日付にて
東京本店に統合しております。

●役　員 （平成23年3月31日現在）

代表取締役会長 岡　田　勝　彦
代表取締役社長 苅　田　俊　幸
取 締 役 梶　原　直　樹
取 締 役 打　田　幸　生
取 締 役 広　崎　　　茂
常 勤 監 査 役 寺　門　武　志
監 査 役 木　村　圭二郎
監 査 役 戸　奈　常　光

●株主メモ
事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月

基 準 日 毎年3月31日

上記のほか必要と認めたときは、あらかじめ公告
いたします。

単 元 株 式 数 1,000株

【株式に関する住所変更等のお届出およびご照会について】
　証券会社に口座を開設されている株主様は、住所変更等のお届出およびご照会
は、口座のある証券会社宛にお願いいたします。証券会社に口座を開設されてい
ない株主様は、下記の電話照会先にご連絡ください。

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

大阪市中央区北浜四丁目5番33号
住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事 務 取 扱 場 所

大阪市中央区北浜四丁目5番33号
住友信託銀行株式会社　証券代行部

（郵便物送付先） 〒183−8701
東京都府中市日鋼町1番10
住友信託銀行株式会社　証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） 0120−176−417

イ ン タ ー ネット
ホームページURL

http://www.sumitomotrust.co.jp/STA/retail/
service/daiko/index.html

【特別口座について】
　株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていなかっ
た株主様には、株主名簿管理人である上記の住友信託銀行株式会社に口座（特
別口座といいます。）を開設しております。特別口座についてのご照会および住所
変更等のお届出は、上記の電話照会先にお願いいたします。

公 告 の 方 法 電子公告とし、当社ホームページに掲載いたしま
す。なお、電子公告によることができない事故そ
の他やむを得ない事由が生じたときは、日本経済
新聞に掲載いたします。
アドレスは、http://www.aiyon.co.jp/

※ 当社の貸借対照表、損益計算書は、EDINET（金融商品取引法に基づく有価
証券報告書等の開示書類に関する電子開示システム）にて開示しております。

上場証券取引所 大阪証券取引所

展示会出展
　2011/5/24（火）～5/27（金）の4日間、東京ビッグサイトで
「2011NEW環境展」が開催され当社も出展しました。
　当社では超低騒音油圧ブレーカ、圧砕機、木材破砕機など
を展示し、TS-WBシリーズやビッグバスに多くの反響が寄せら
れました。ブースには多くの方々にお立ち寄り頂きました。

配当のお知らせ
1株当たり配当金 5 円
配当総額 30,979,180 円
効力発生日 平成23年6月29日

第52期 年次報告書 平成22年4月1日～平成23年3月31日

第52期 年次報告書 平成22年4月1日～平成23年3月31日
52ND

超低騒音油圧ブレーカ
New�Sシリーズ�S-205

TS-W�クラッシャー

グラップル他

ビッグバス
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※ 当社の貸借対照表、損益計算書は、EDINET（金融商品取引法に基づく有価
証券報告書等の開示書類に関する電子開示システム）にて開示しております。

上場証券取引所 大阪証券取引所

展示会出展
　2011/5/24（火）～5/27（金）の4日間、東京ビッグサイトで
「2011NEW環境展」が開催され当社も出展しました。
　当社では超低騒音油圧ブレーカ、圧砕機、木材破砕機など
を展示し、TS-WBシリーズやビッグバスに多くの反響が寄せら
れました。ブースには多くの方々にお立ち寄り頂きました。

配当のお知らせ
1株当たり配当金 5 円
配当総額 30,979,180 円
効力発生日 平成23年6月29日
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